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３．中南部都市圏の都市機能ビジョン 

１）基本的考え方 

県土構造全体を括るコンセプトである「琉球ルネサンス・2030」、それを受けて位置づけた中南部

都市圏が担う役割「1000 万人の交流と国際貢献を先導し、時とともに価値を高めるアジア・太平洋

の 100 万人島しょ都市」、さらに中南部都市圏の現状と展望等を踏まえ、以下に中南部都市機能ビジ

ョンを掲げることとする。 

 

２）中南部都市機能ビジョン 

 

 

 

アジア・太平洋地域の一員として共に発展するため、相互の競争も視野に入れつつ、人、モノ、

情報等の各分野で交流と連携を深めるとともに、沖縄の風土と文化を活かした国際交流・貢献拠点

としての機能強化を目指す。 

具体的には、シームレスなアジアの形成とアジア・ゲートウェイ（架け橋）機能の一翼を担うた

め、航空・海運ネットワークの国際的な拠点にふさわしい空港や港湾機能等の拡充を図るとともに、

研究、人材育成、医療を含む災害対策等各面での国際貢献・協力組織等の誘致・育成を図る。 
 

 

 

ヒト、モノ、情報等が、これまでとは比較にならない規模と速度で国境を行き来するボーダレス

社会において、沖縄経済全体をダイナミックに牽引していく戦略的な産業拠点を、国際的な資金、

人材、知恵を取り入れながら形成することを目指す。 

このため、アジア・太平洋地域における沖縄の特性、日本の中の沖縄の特性、さらに沖縄全体の

中での中南部都市圏の立地特性等を見極める必要がある。その上で、基地跡地ごとの特性や周辺地

域の産業動向等を踏まえて、観光・健康・情報・研究・国際物流等に係る戦略的な産業拠点の形成

と、それを支える人材の育成を図る。 

 

 

 

沖縄の持続的発展を図るためには、自然災害への対策を重視しつつ、地域が持つ優位性を最大限

に発揮することが重要であるため、これまで以上に、沖縄の美しい海浜等の自然環境の保全と、緑

地や歴史的遺産等を含むまち並み全体の景観の再生・復元を目指す。 

また、本格的な高齢社会を迎えるなかで、高齢者にやさしいまちづくりや地域コミュニティ・地

域の多様な文化の再生・復興が課題となっていることから、沖縄の多様な風土と伝統文化に根ざし

た新たな共生スタイルの実現を目指す。 

ビジョンⅠ：アジア・太平洋地域の交流・貢献拠点にふさわしい機能の実現

ビジョンⅡ：立地特性を活かした戦略的な産業拠点の形成 

ビジョンⅢ：沖縄の風土と文化に根ざした新たな共生スタイルの実現 
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３）中南部都市圏の目指すべき都市構造ビジョン 

 

 

 

沖縄県の振興を牽引する本島中南部に所在する普天間飛行場・キャンプ瑞慶覧・牧港補給基地等

は、県民の良好な生活環境の確保、均衡ある都市の形成、体系的な道路網の整備等に歪みをもたら

してきたが、嘉手納以南の大規模な返還が日米間で合意されたことから、これまでの基地による県

土構造の歪みを計画的・総合的に解消する機会が訪れている。 

基地に分断される中、これまでの中南部都市圏における産業と都市機能は、那覇都市圏と沖縄市

の二極を核とする構造であったが、近年、那覇都市圏への一極集中の動きが強まっており、これに

伴い交通渋滞や就業機会等の不均衡が生じている。また、那覇都市圏及び沖縄市の両方とも、大規

模集客施設や各種都市機能の郊外立地・移転に伴い、既存中心市街地の空洞化が大きな社会問題と

なっている。 

県土構造の歪みとその下で生じている問題の解決には局所的な対策だけでは限界があることか

ら、今後の大規模な基地返還を見据えた上で、①那覇都市圏から沖縄市・うるま市にかけての都市

軸上に位置する空港・港湾・道路・公共施設等社会資本の利活用と機能拡充、②都市軸上に今後生

まれる大規模な跡地への新たな産業拠点と都市機能拠点の配置、③跡地と周辺の既存市街地とを関

連づけた複数のコンパクトな市街地の形成、④都市軸上の各産業及び都市機能拠点さらには複数の

コンパクトな市街地間の連携・補完を強めるための新たな拠点間公共交通ネットワークの強化等に

加え、環境保全や沖縄らしい景観形成、災害に強いまちづくり等、環境と共生した都市構造の創出

を推し進めることにより、中南部が一体となった広域都市圏の形成を目指す。 

図表 2-55 都市構造概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中南部が一体となった広域都市圏の形成（都市圏中枢軸の骨太化） 

（現 在） 

那覇一局集中に近い二極構造から 

（目指すべき方向） 
○各拠点とコンパクトな市街地が連携した

骨太中枢軸の構造へ 
○環境と共生した都市構造へ 

新たな公共交通の

整備等、拠点間ネッ

トワークの強化

水と緑を活かした

有機的なネットワ

ークの形成

コンパクトな市街地 
（日常的な生活機能を

コンパクトに配置） 

空間的な広がり 

多機能の重層的連携 

空間的な広がり 

基地の立地特性を活かした

新たな産業・都市機能拠点 著しい交通渋滞 

無秩序なスプロ

ールの進行 環境と共生した

都市構造 
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Ⅱ．跡地エリア別のコンセプト構築に向けて 

 

中南部都市圏の都市機能ビジョン実現にむけて跡地が担う役割、すなわち跡地エリア別のコンセ

プト構築にむけた検討を行った。検討の視点として、３つの都市機能ビジョンと３つの重要テーマ

を検討の切り口として、各エリアが有するポテンシャルの評価を試みた。 

 

 

図表 2－56 跡地エリア別のコンセプト構築に向けての検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中南部都市圏の 
都市機能ビジョン 

（３つの都市機能ビジョン） 

３つの重要テーマ 

（景観・環境／交通／商業機能） 

跡地エリア別のコンセプト 

構築に向けての検討 

（ポテンシャルの評価） 
 
(1) キャンプ桑江 
(2) キャンプ瑞慶覧 
(3) 普天間飛行場 
(4) 牧港補給地区 
(5) 那覇港湾施設 

 

跡地エリアごとの現在の方向性 
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１．ビジョン実現に向けた重要テーマ別方向性 

中南部都市圏の都市機能ビジョンを実現するにあたっては、空間計画面や経済計画面、推進体制

面など様々な重要テーマが考えられる。ここでは、空間計画面に絞り、その中でも特に景観・環境、

交通、商機能の３分野について、方向性を検討するものである。 

 

１）景観・環境 
（１）現状の問題点 

景観・環境に関する主な既存関連計画等を参考に、中南部都市圏における主な現状の問題点

を整理した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 戦争や戦後の復興・開発の中で失われつつある沖縄独自の自然景観や自然環境 

豊かな恵みをもたらす一方、台風等による甚大な被害をもたらす亜熱帯の風土において、

島しょ沖縄独自の暮らしを支える基層となり風景の基盤であるイノーの広がる海岸線や、集

落のクサティ森としてミーニシ（北風）から住まいを守り命の湧水を涵養する緑の稜線等の

自然景観や自然環境が、戦争や戦後の急速かつ画一的な復興・開発の中で、法的規制等が十

分でないまま失われてきており、日常生活の中での人々との関わりも疎になってきている。 

② 世界遺産周辺と段丘上の代表的眺望地の保全・活用が不十分 

世界遺産グスク群の多くは丘陵上に立地しており、優れた眺望点なっているだけでなく、

周辺地域から見通せるシンボルやランドマークとなっている。このような世界遺産グスク群

の周辺景観と代表的眺望地の優れた眺望が大規模な建造物等によって阻害される場面が見ら

れるなど保全・活用策が必ずしも十分ではない。 

③ 景観緑三法（景観法・屋外広告物法・都市緑地法）等を活用したまち並み景観向上対策の

弱さ 

都市、農山漁村等の良好な景観と都市環境の形成を図るために、平成 17 年６月に景観緑三

法が全面施行されているが、県内で景観行政団体となって積極的に景観行政を推進している

市町村はまだ少なく、実効性ある景観向上対策は十分でない状況にある。 

④ 都市の安らぎ空間としての公園や河川整備の遅れ 

都市部においては市民の安らぎの空間としての緑豊かな公園やせせらぎのある河川などが

不可欠である。しかしながら、本県の公園緑地面積等の緑地量は 13％程度で全国平均を大き

く下回っており、望ましいとされる３割以上の緑地量の確保や身近な水辺空間の整備が求め

られている。 

 

①戦争や戦後の復興・開発の中で失われつつある沖縄独自の自然景観や自然環境（埋立に

よる海浜景観の変容、東海岸沿い段丘等「緑の稜線」の喪失、法的規制の問題など） 

②世界遺産周辺と段丘上の代表的眺望地の保全・活用が不十分 

③景観緑三法（景観法・屋外広告物法・都市緑地法）等を活用したまち並み景観向上対策

の弱さ 

④都市の安らぎ空間としての公園や河川整備の遅れ 

⑤地球温暖化等の環境問題に対応したまちづくりへの転換問題 

⑥地球温暖化の中で頻発する傾向にある自然災害への備え 
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⑤ 地球温暖化等の環境問題に対応したまちづくりへの転換問題 

政府は、美しい星へのいざないを発表して、低炭素社会実現のための多面的な取組を推進

している。地球温暖化の影響は、特に島しょ地域において高潮被害の拡大や砂浜の喪失、水

資源の確保、サンゴやマングローブ等生態系への問題が懸念される。島しょで構成される本

県においては、環境問題に対応したまちづくりへの転換が強く求められている。 

⑥ 地球温暖化の中で頻発する傾向にある自然災害への備え 

地球温暖化の進行により、大洪水や干ばつなどの異常気象の頻度が高まり、感染症による

健康被害、水資源の枯渇、食糧生産の危機的状況の発生等が懸念される。暴風雨に強い住環

境、高波等に対応できる沿岸災害対策、急傾斜地等での安全確保など、地球温暖化の中で頻

発する傾向にある自然災害への備えが重要課題となっている。 

 

（２）景観形成・環境保全の方向性 

１．軸となる景観・自然環境の保全・育成 

①ウォーターフロント 

・ 亜熱帯島しょ地域特有の風土を代表し、本県観光・リゾートの最大の魅力である「青い

海」に代表されるウォーターフロントについては、人々に親しまれる海岸線としてその

価値をさらに高めるよう、自然景観や自然環境に配慮しつつ保全・再生・整備に努める。

なお、海岸線の埋立については、その必要性や自然環境に与える影響・低減回避策等を

十分検討する必要がある。 

・ また、陸域と海域は、河川、湿地、干潟、サンゴ礁などの多様な生態系が育まれる水域

を通じて連続的、有機的に繋がっていることを考慮し、排水、汚水対策や赤土流出対策

等に十分留意して、陸域から海域までが一体となった環境保全対対策を進めていく必要

がある。 

・ このため、「沖縄県土木施設景観形成技術指針（案）」（技術管理課）や今後策定される「沖

縄県景観計画（仮称）」等の積極的な活用を図る。 

②緑の稜線と世界遺産周辺 

・ 都市部においては特に都市の環境をつくる緑地のまとまりを保全し、骨格緑地のつなが

りを確保する。 

・ また、世界遺産の周辺地域を含む良好な景観と、久高島・首里城など大切な場所への眺

望景観を保全・育成する。 

・ このため、「景観緑三法」や「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（都市計画・

モノレール課）、「世界遺産の保存・整備・活用に関する基本指針」（文化課）等の積極的

な活用を図る。 
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２．まち並み景観の向上 

・ 地域特性を感じさせるデザインコンテクスト（文脈＝沖縄のデザインＤＮＡ）を回復・

創造するとともに、デザインコンテクストを活かしたランドマークの保全、シンボルと

なる拠点施設の景観形成、市街地景観や集落景観の向上などにより、まち並み景観全体

の質的向上を図る。 

・ このため、「景観緑三法」や「沖縄県公共建築物景観形成マニュアル」（技術管理課）、今

後市町村景観行政団体が策定する「景観計画（仮称）」等の積極的な活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

３．豊かな自然環境とふれあえるまち中の安らぎ空間の整備 

・ 緑豊かな都市公園や緑陰のある道路、多自然型の都市河川など、まちの中に自然が感じ

られる安らぎ空間を確保する。 

・ このため、「水と緑のネットワーク基本計画」（河川課）や「沖縄県環境基本計画」（環境

政策課）等の積極的な活用を図る。 

 

 

 

 

 

４．省エネと廃棄物リサイクルシステムの先進機能の整備 

・ 風力・太陽光発電等の自然エネルギー、燃料電池等の新エネルギー導入を推進する。 

・ 建設廃材のリサイクル及び廃棄物の建設資材化など、環境関連ビジネスの企業化を促進

する。 

・ ゴミの回収・資源化・再利用や生ゴミのコンポスト化・農地利用、下水再処理水の散水

利用など、資源の地域内循環システムの確立・運用を推進する。 

・ このため、「沖縄県環境基本計画」（環境政策課）等の積極的な活用を図る。 

 

５．暴風雨・高潮・津波・地滑り等の災害対策 

・ 広域の防災公園の確保や高潮・津波に備える海岸緑地の確保、まちを囲む斜面緑地の保

全、風の道となり防火帯となる河川緑地の形成、緩衝帯となる幹線道路の緑の帯の形成

などに努める。 

・ 地滑りのおそれがある急傾斜地や、これに隣接する区域の造成を行わない。このような

区域に宅地を求めない。 

・ このため、「海岸保全基本計画」（海岸防災課）、「都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針」（都市計画・モノレール課）等の積極的な活用を図る。 
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ⅰ）風水思想 
 琉球王府は、「地理」が国策に重要な知識であるとの自覚から、中国にたびたび留
学生を派遣しては風水思想を導入し、国策に生かすようになる。当時の風水政策は、
できるだけ所与の地形を利用して生活の安定と発展を図ることを目的としていた。そ
のため、王府は、まず、風水思想により慎重に自然環境の善し悪しを判断し、環境の
背後にある気の流れ（気脈・龍脈）や、気の運行（方位）に逆らわない政策をとってい
た。 
 1713 年、毛文哲と蔡温が首里城の風水を「首里城の地は俗人にわからないだろう
が、龍の来歴・気脈の集合がまことに良い。国殿の向きも道路の方向も門の配置も、
みな風水の法に適っている。…」（球陽）と評価していると記録されている。 

 
 
 
 
ⅱ）尾根水系による環境単位（やんばる型土地利用等） 
 山－川－低地（水田）－集落－海岸－海へと一つの小さな単位で展開する山原
の地形は、風水でいう龍の姿そのものである。 
 名護市屋部では、屋部寺を龍の口に想定し（雨乞いと火事の伝承がある）、集落
全体を囲むクサティ森と、東屋部川に火山（ヒーザン）を設定している。 
 

※火山（ヒーザン）…悪き気を発するとされるとがった山 

 

 

  

 

 
ⅲ）抱護林 
 典型的な山原の集落には、村落を囲むクサティ森の稜線や目立った丘には松
が植えられ、維持管理がされてきた。この抱護林は、風や潮を防ぐ機能だけでな
く、「気」をため「脈」を保護・造成する意図が込められている。 
 

 

 

 

 

 

 
ⅳ）生態廻廊構想 
 1996 年に開催された持続可能な開発「沖縄モデル」国際ワークショップが開催さ
れた。そこで提案された台湾・東京チームの『生態廻廊－抱き合うくらしとみどり』で
は、やんばる型土地利用や風水思想が生きた提案がされた。 
 

 
 

■環境共生型土地利用に関する参考 
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２）交通 
（１）課題の整理 

交通に関する主な既存関連計画等を参考に、中南部都市圏における主要課題を整理した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 那覇空港の狭隘化 

沖縄への入域観光客数は年々増加しており、平成 19 年は約 587 万人であった。沖縄県は、

概ね 10 年後(平成 28 年)の年間観光客数 1,000 万人を目指した展開を図ることを政策目標と

して掲げ、第３次観光振興計画において、平成 23 年の目標値を 720 万人としているが、島し

ょ県沖縄の玄関口である那覇空港は夏場を中心に予約が取れない状況がみられ、国際線ター

ミナルビル・貨物ターミナルの貧弱さなど、那覇空港の狭隘化が顕著である。 

② 港湾機能のさらなる拡充 

那覇港においては、今後、増加の見込まれるクルーズ船寄港に対応する専用バースの整備

等、国際的な交流機能の充実が求められる。また、アジア太平洋における急速な経済発展に

対応した、国際物流関連産業の集積する国際流通港湾機能の拡充が求められる。さらに、県

内離島を結ぶ結節機能の拡充や御物(おもの)グスク跡など歴史的資源を活かしたウォーター

フロントの環境づくりも求められている。中城湾港においては、2003 年にリサイクルポート

として国から指定されており、総合静脈物流拠点としての役割が期待されている。 

③ 基地の所在によってもたらされる中南部広域圏の人流・物流を支える道路網の歪み 

中南部都市圏に所在する広大な基地の存在が、施設の適正配置、開発適地の不足など、健

全な市街地の形成や都市間の連携を大きく阻害しており、特に人流・物流を支える道路網の

歪みとして顕著に現れている。 

④ 環境や高齢者等にやさしい交通システムの未構築 

本県では三大都市圏に匹敵する渋滞が慢性化するなど、自動車に大きく依存した社会とな

っている。今後訪れる高齢社会や求められる低炭素型社会、交流型社会に対応するためにも、

早急に過度の自動車依存からの脱却を図り、環境や高齢者、来訪者等にやさしい交通システ

ムを構築することが大きな課題となっている。 

⑤ 定時・定速でシームレスな公共交通システムが未整備 

本県では沖縄都市モノレール（ゆいレール）が 2003 年８月に開業し、定時・定速の公共交

通として定着しているが、陸海空を含めて総合的にみた場合、シームレスな公共交通システ

ムはまだまだ未整備の状況である。 

 

 

 

①那覇空港の狭隘化 

②港湾機能のさらなる拡充 

③基地の所在によってもたらされる中南部広域圏の人流・物流を支える道路網の歪み 

④環境や高齢者にやさしい交通システムの未構築 

⑤定時・定速でシームレスな公共交通システムの未整備 
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（２）交通体系の方向性 

１．国際交流・貢献拠点にふさわしい空港・港湾機能の拡充 

①那覇空港 

・ 国際物流拠点の形成を図るため、沖合への空港施設の展開等、必要な整備を図るととも

に、24 時間運用など航空会社の就航を促すための条件整備に努め、国際航空物流ネット

ワーク企業の立地を促進する。 

・ 国際線ターミナルビルの整備拡充、貨物ターミナル地区及び旧国内線ターミナル地区の

利用について必要な整備を図る。 

②那覇港 

・ 大水深バースを有する国際コンテナターミナルやロジスティクスセンターなど国際流通

港湾としての機能の充実強化を図る。 

・ 国際クルーズ等に対応した旅客船バース、臨港道路（空港線、浦添線等）等の整備を推

進する。 

③中城湾港 

・ 沖縄経済の自立的発展を図る基盤の一翼を担うためにも、東海岸地域の重要港湾として、

流通機能及び生産機能を合わせ持った新港地区の整備を図るとともに、中城湾港マリン

タウンプロジェクト等を推進する。 

 

２．県内物流の拠点港湾としての機能整備 

 ①那覇港 

・ 国際コンテナターミナルとの連携をはかりつつ、仕分、一時保管、流通加工、配送拠点

など、県内物流の拠点港湾をしての機能整備を図る。 

・ 那覇、泊、新港、浦添の４ふ頭地区の利便性を高めるための機能を再編するとともに、

防災機能の強化、バリアフリー化の推進、産業と生活空間等諸機能の調和を図る。 

・ このため、「那覇港港湾計画」等の推進を図る。 

 ②中城湾港 

・ 総合静脈物流拠点港（リサイクルポート）として、県内では処理できない金属などの循

環資源を県外へ効率的に輸送する静脈物流システムを構築するなど役割拡充を推進する。 

 

３．中南部広域都市軸の一体性を確保するための道路整備 

①沖縄西海岸道路 

・ 沖縄本島の陸上交通の骨格のひとつとなる沖縄西海岸道路の整備を通じて、中南部都市

圏の西海岸ウォーターフロントを構成し、都市型リゾートなどが立地する那覇空港・那

覇港～浦添西海岸～宜野湾西海岸～砂辺・美浜地区の個性ある地域を結び円滑にアプロ

ーチできるよう、都市型ウォーターフロント軸を強化する。 

②中部縦貫道路・中部横断道路 

・ 軸状に集積する現在の社会資本の蓄積を有効活用し、広域交通網の整備を推進するとと

もに、普天間飛行場など駐留軍用地の跡地に新たな都市機能を配置するなど都市機能の

偏在を是正しつつ、軸状都市圏構造のさらなる強化を図り、中南部都市圏の一体性を高

めていくことが重要である。 



 204

・ このような観点から、中南部都市圏はもとより沖縄全体の活力・魅力・暮らしを高め・

牽引していく中枢軸のひとつとして中部縦貫道路と中部横断道路を整備する。 

③環状道路・ラダー道路 

・ 中南部圏の暮らしを支える道路網として、「環状道路及び放射道路」と「ラダー構造」の

２つの都市ネットワークの強化を図る。 

・ 環状線及び放射道路としては、那覇圏の２環状（中央環状道路／外郭環状道路）、７放

射道路（沖縄西海岸道路／国道 58 号・330 号・329 号・331 号・507 号／沖縄自動車道／

南部東道路）と、中部圏の２環状（沖縄環状線／具志川沖縄線）などが位置づけられる。 

・ ラダー構造ネットワークとしては、浦添西原線、宜野湾横断道路、中部横断道路、沖縄

嘉手納線などが位置づけられる。 

 

これらの中南部広域都市軸の一体性を確保するための道路整備にあたっても、沿道の海浜景

観やまち並み景観などに留意し、「沖縄県土木施設景観形成技術指針（案）」（技術管理課）や「沖

縄県公共建築物景観形成マニュアル」（技術管理課）、今後策定される「沖縄県景観計画（仮称）」

等の積極的な活用を図る。 

 

４．都市交通政策の展開 

①コンパクトで快適な日常生活空間を実現する交通環境の整備 

・ 環境負荷の少ない都市生活や超高齢社会に対応するため、市街地における新たな交通機関

の導入を含めた公共交通システムの拡充や都心部における車の乗り入れ制限の導入等も交え

ながら、安全・安心で緑陰も整備された快適な歩行空間等を確保し、歩いて暮らせる日常生活

空間の基盤を形成する。 

②新たな公共交通の整備等による拠点間ネットワークの強化 

・ 環境負荷の少ない都市生活や超高齢社会、外国人・観光客等との多文化共生社会に対応

しつつ、拠点間のネットワークを強化するため、既存の公共交通機関の拡充とともに、

定時定速性に優れた新たな公共交通システムの導入を検討する。 

・ あわせて、その利用を促進するため交通システム間のシームレスなアクセスを確保する。 

③新たな交通文化の創造 

・ 沖縄の風土と文化に根ざした新たな共生スタイルとして、過度な車への依存から脱却し

た新たな交通文化を創造する。 

・ このため、コンパクトで快適な日常生活空間を実現する交通環境の整備や新たな公共交

通の整備等による拠点間ネットワークの強化を図る一方、ＴＤＭ施策の推進や各種情報

通信技術の活用、県民意識の啓発等を含む新たな交通円滑化の取り組みに積極的に取り

組む。 

・ 特に、今後新たなまちづくりが展開する普天間など基地跡地に係る地域においては、先

進的な技術を取り入れつつ環境に配慮した交通システムの導入を検討する。 

 

これらを実現するため、「沖縄県総合交通体系基本計画」に基づく「ＴＤＭ施策推進アクショ

ンプログラム」の推進を図るとともに、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（H19.5 公

布）」に基づき策定される「沖縄県公共交通総合連携計画」の推進を図る。 
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【シームレスな乗り継ぎイメージ】 

【基幹バスの運行イメージ】 

出典：「沖縄県総合交通体系基本計画」H14.3 

■交通に関する参考イメージ 

出典：「まちづくりと一体となった LRT 導入計画

ガイダンス」H17.10／国交省都市交通調査質 

＜フランス・ストラスブール等での事例＞ 
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出典：地域活性化統合本部会合 HP より 

（環境モデル都市の推進について（案）） 

【車の乗り入れ制限導入等のイメージ】 

＜イギリス・ロンドンでのロードプライシング（課金）の事例＞ 

＜ドイツ・フライブルグでの交通対策の事例＞ 
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○1994 年に A 線（9.8 ㎞）開業後、現在までに B,C,D 線の計４路線（総延長約 25 ㎞）が整備された。 
○既存の道路空間を活用し、中心市街地では幹線道路を中心に導入空間を確保。郊外部では斜線減線や道

路横断構成の見直しを行うことで導入空間を確保した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＬＲＴのイメージ】 

＜フランス・ストラスブールでの LRT 導入事例＞ 



 208

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【次世代交通システムのイメージ】 

出典：「沖縄県総合交通体系基本計画」H14.3 
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３）商業機能 
（１）ビジョン構築にむけての課題の整理 

商業機能に関する主な既存関連計画等を参考に、中南部都市圏における主要課題を整理した。 

 

 
 
 
 
 
 

 

①モータリゼーションを背景とする都市機能の無秩序な拡散 

都市を取り巻く状況は、モータリゼーションの進展などを背景として、公共公益施設の郊

外移転や大規模な集客施設の郊外立地が進み、都市機能の無秩序な拡散が進行している。こ

うした中で、中心市街地の衰退、日常的な交通渋滞、土地利用の歪みや自然環境の喪失など

多くの問題が発生している。 

②後追い的なインフラの整備による無駄の発生 

これまでの都市の拡大成長を前提としてきたまちづくりでは、自動車に過度に依存した都

市構造をもたらし、高齢者などの生活利便性の低下、後追い的なインフラの整備・維持管理

コストの増大、各種公共サービスの効率の低下などの様々な問題を引き起こしつつある。 

③本格的な高齢化社会に対応したまちづくりへの再編問題 

本県においても、人口減少・超高齢社会という大きな時代の転換期が今後到来する。高齢

者も含めた多くの人々にとっての暮らしやすさを確保するという観点から、これまでのまち

づくりのあり方を転換し、既存ストックを活用しつつ、都市機能が集積した都市構造を実現

するなど、人口減少・超高齢社会に対応したまちづくりが求められている。 

 

（２）商業機能配置の方向性 

１．既存の社会資本の利活用を重視した大規模集客施設の適正な配置（改正都市計画法に基づ

くガイドラインによる誘導） 

・ 都市機能の適正立地を確保するための土地利用コントロールの機能が十分に発揮される

よう、広域的な都市構造などに影響を与える大規模な集客施設に対する立地制限の強化、

開発許可制度の見直し、広域調整手続の円滑化のための措置など、改正都市計画法に基

づくガイドラインにより誘導を行う。 

 

２．跡地と既存市街地（商業機能）の一体的整備によるコンパクトな市街地の形成 

・ 沖縄県においては、この先 20 数年は人口増加が見込まれるものの長期的には人口減少・

超高齢社会を迎える状況にあり、全国の都市で起きている課題を内在している。 

・ 一方で、大規模な駐留軍用地の返還が今後計画されていることから、跡地と既存市街地

（商業機能）の一体的整備によるコンパクトな市街地の形成を総合的かつ計画的に行う。 

 

 

 

①モータリゼーションを背景とする都市機能の無秩序な拡散 

②後追い的なインフラの整備による無駄の発生 

③本格的な高齢化社会に対応したまちづくりへの再編問題 
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大規模集客施設の立地に係る都市計画ガイドライン（以下、「ガイドライン」という。）は、大規

模集客施設の立地に係る都市計画の決定又は変更にあたっての県としての基本的な考え方をまと

めたものである。なお、県知事が都市計画法（以下、「法」という）に基づく協議（法第 19 条第３

項）に当たっては、ガイドラインに沿って運用を図るものである。 

 

図表 2-57 ガイドラインの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画法（昭和43年法律第100号）

技術的助言(地方自治法第245条の4に基づく技術的な助言)

都市計画区域マスタープラン
(都市計画区域の整備、開発及び保全の方針)

大規模集客施設の立地に係る都市計画ガイドライン
「大規模集客施設の立地に係る都市計画の決定又は変更における県知事同意にあたっての基本的考え方」

市町村都市計画マスタープラン
(市町村の都市計画に関する基本的な方針)

計画的なまちづくり

都市計画運用指針(平成12年12月28日、建設省都計発第92号)

■大規模集客施設の立地に係る都市計画ガイドラインの概要 

 
○モータリゼーションの進展を背景として、都市機能の拡散が進行しており、高齢者等の生活利便性の低

下、後追い的なインフラの整備。維持管理コストの増大、各種公共サービスの効率の低下等、様々な問題
を引き起こすことが懸念されている。 

○「まちづくり三法（都市計画法、中心市街地活性化法、大規模小売店舗立地法）」の改正が行われてお
り、都市計画法においては、「都市機能の無秩序な拡散を防止し、都市の既存ストックを有効活用したコ
ンパクトシティの実現を目指す」とされている。 

○大規模集客施設の立地については、県が策定した都市計画ガイドラインにおいて、下記が示されている。
・大規模集客施設の立地に係る都市計画の決定又は変更を行う場合は、その内容が上位計画と整合して

いるべきである 
・周辺環境や社会環境への影響を評価し、立地による損失が著しいと判断される場合には、立地に係る都

市計画の決定又は変更を行うべきではない。 
－交通機能による評価 
－自然環境、住居環境などへの悪影響に対する評価 
－無秩序な周辺開発の誘因による公共コストの増加に対する評価 
－地域固有の価値の破壊などに対する評価 
－営農環境に対する評価 

○同ガイドラインにおいては、「広域調整にあたっての留意事項」として、先に示した土地利用の外部性をコ
ントロールする観点から適正な立地を図ることを目的としており、「既存の競合する店舗などとの競争を抑
制するなど需給調整や既得権擁護とならないものとすべきである。」とされている。 
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＜福島県の事例＞ 

○ 「福島県商業まちづくりの推進に関する条例」を制定し、平成 18 年 10 月 1 日より施行している。 

○ 条例では、県の責務、小売り事業者等及び県民の責務を明らかにし、広域の見地から大規模小売商

業施設の立地調整をするための必要事項等を定めている。 

○条例の目的（第１条） 

商業まちづくりの推進に関して、県、小売り事業者等及び県民の責務を明らかにし、基本的な方針

及び特に規模の大きな小売商業施設の立地について広域の見地から調整するために必要な事項等を

定めることにより、商業まちづくりに関する施策を総合的に推進し、もって現在及び将来の県民の健

康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：福島県商業まちづくり推進条例の概要等ＨＰ
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図表 2-58 ビジョン実現に向けた重要テーマ別方向性 

テーマ 現状の問題点 方  向  性 

景観・環境 

①戦争や戦後の復興・開発の中で失われ

つつある沖縄独自の自然景観や自然

環境（埋立による海浜景観の変容、東海岸沿い段

丘等「緑の稜線」の喪失、法的規制の問題など） 

②世界遺産周辺と段丘上の代表的眺望

地の保全・活用が不十分 

③景観緑三法（景観法・屋外広告物法・

都市緑地法）等を活用したまち並み景

観向上対策の弱さ 

④都市の安らぎ空間としての公園や河川

整備の遅れ 

⑤地球温暖化等の環境問題に対応した

まちづくりへの転換問題 

⑥地球温暖化の中で頻発する傾向にある

自然災害への備え など 
 

１．軸となる景観・自然環境の保全育成 
①ウォーターフロント 
②緑の稜線と世界遺産周辺 

２．まち並み景観の向上 
①デザインコンテクスト（文脈＝沖縄のデザイン

ＤＮＡ）の回復・創造 
②ランドマークの保全、拠点施設、市街地景

観、集落景観の形成 
③景観緑三法等の活用 

３．豊かな自然環境とふれあえるまち中の安ら
ぎ空間の整備 
①都市公園 
②都市河川 

４．省エネと廃棄物リサイクルシステムの先進機
能の整備 
①自然エネルギー（風力、太陽光発電など） 
②新エネルギー（燃料電池など） 
③環境関連ビジネスの企業化 
④資源の地域内循環システムの確立・運用 

５．暴風雨・高潮・津波・地滑り等の災害対策 
①広域防災公園、海岸緑地の確保 
②まちを囲む斜面緑地、河川緑地、幹線道路

の緑化 
③建物の立地制限の強化 

交  通 

①那覇空港の狭隘化 

②港湾機能が不十分（国際的な機能、

県内離島との物流機能面での問題点）

③基地の所在によってもたらされる中

南部広域圏の人流・物流を支える道路

網の歪み 

④環境や高齢者にやさしい交通システ

ムの未構築 

⑤定時・定速でシームレスな公共交通

システムの未整備 など 
 

１．国際交流・貢献拠点にふさわしい空港・港湾
機能の拡充 

①那覇空港 
②那覇港 
③中城湾港 

２．県内物流の拠点港湾としての機能整備 
①那覇港 
②中城湾港 

３．中南部広域都市軸の一体性を確保するため
の道路整備 

①沖縄西海岸道路 
②中部縦貫道路・中部横断道路 
③環状線・ラダー道路 

４．都市交通政策の展開 
①コンパクトで快適な日常生活空間を実現
する交通環境の整備 

②新たな公共交通の整備等による拠点間ネ
ットワークの強化 

③新たな交通文化の創造 
 

商業機能 

①モータリゼーションを背景とする都

市機能の無秩序な拡散 

②後追い的なインフラの整備による無

駄の発生 

③本格的な高齢化社会に対応したまち

づくりへの再編問題 など 
 

１．既存の社会資本の利活用を重視した大規模集
客施設の適正な配置（改正都市計画法に基づ
くガイドラインによる誘導） 

 ①立地制限の強化 
 ②開発許可制度の見直し 
 ③広域調整手続きの円滑化のための措置 
２．跡地と既存市街地（商業機能）の一体的整備

によるコンパクトな市街地の形成 
 ①コンパクトな市街地の形成 
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２．跡地エリア別のコンセプト構築に向けて 

１）基地跡地が担う役割 

嘉手納以南の大規模な返還が日米間で合意されたことから、これまでの基地による県土構造の歪み

を計画的・総合的に解消する絶好の機会が訪れている。同時にこの機会は、県民の価値観やライフス

タイルを変化させ、21 世紀にふさわしい新たなまちをつくっていくチャンスとなる。そして、基地

跡地の利用にあたっては、常に都市機能ビジョンの実現を念頭に置く必要がある。 

１つは、ビジョンⅠ「アジア・太平洋地域の交流・貢献拠点にふさわしい機能の実現」のために、

基地跡地を活用してアジア等へ貢献できる「国際公共財」や、日本人も外国人も共生できる国際的な

まちを創り出す空間としての役割がある。 

２つは、ビジョンⅡ「立地特性を活かした戦略的な産業拠点の形成」のために、ますます進行する

ボーダレスな社会を見据え、アジアや日本国内における沖縄の立地特性を最大限に活かして、沖縄の

経済自立につながる優位性のある産業の拠点を創り出す空間としての役割がある。 

３つは、ビジョンⅢ「沖縄の風土と文化に根ざした新たな共生スタイルの実現」のために、基地跡

地を利用することによって基地周辺を含む現在の生活環境や暮らしが良くなっていくことが期待で

きるなど、生活者にやさしく時とともに価値が高まるまちづくり（都市の再生・再構築）を進めてい

く空間としての役割ある。 

以上のビジョンの実現を推進することにより、都市構造ビジョンで示した「中南部が一体となった

広域都市圏の形成（都市圏中枢軸の骨太化）」が現実のものになると考えるものである。 

このようなことを踏まえて、以下に基地跡地が担う役割を整理した。 

 

（１）国際協力・国際貢献を担う新たな都市機能拠点形成の場 

○ ２１世紀の分権と自治を先導し、精神的にも経済的にも自立した沖縄を構築していくためには、

アジア・太平洋地域の一員として、多面的な交流を深め独自の役割を担っていく必要がある。 

○ このために、基地跡地において、国際協力・国際貢献できる新たな国際公共財（国際的な機構

や組織、あるいは施設）」や、日本人も外国人も共生できる国際的なまち（長期滞在・定住可能

な場、子弟の初等・中等教育機関含む）、新たな都市機能拠点を積極的に構築していく。 

 

（２）戦略産業拠点及び新たな公共交通ネットワーク構築の場 

○ ２１世紀沖縄の成長のエンジンとなるような新たな産業拠点が求められており、その拠点形成

の場として、基地跡地空間が必要である。 

○ 跡地ごとに各々の特性を活かせるような機能を重視した産業拠点を適切に配置するとともに、

各産業拠点及び都市機能拠点のシームレスな連携、補完を図るための新たな公共交通の整備等

ネットワークを強化することにより、現状の那覇都市圏一極集中から、均衡のとれた都市構造

へと導いていく必要がある。 

 

（３）時代や将来性を見据えた共生モデル構築の場 

○ 環境の時代とされる２１世紀において、亜熱帯の島々からなる沖縄は、特に環境問題に敏感で

ある必要がある。このため、基地跡地は、これからの共生モデルを構築していく観点から、環

境の犠牲なしに経済発展や生活文化の向上等が達成できる都市再生、自然再生の場として活か
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すことが大切である。 

○ 新たな生活機能を創出する場合には、風力発電や太陽光発電、風土を活かした住宅など、景観

や環境に配慮していることが風景として目に見える形で認識できる必要がある。 

○ また、過度の自動車依存型社会からの脱却等、低炭素社会を先導する持続可能なまちを展開し

ていくためにも、徒歩や自転車等の役割を見直し、積極的に活用していく条件整備を図るとと

もに、水と緑を活用した有機的な歩行者、自転車道のネットワークを基地跡地において形成し

ていく役割が求められている。 

○ さらに、中南部圏域における防災機能確保等の観点からは、基地跡地における大規模公園緑地

の創出など、緑地量３割（中南部都市圏（旧知念村・玉城村・具志頭村を除く）において今後必要な

緑地量が約 4000ha）の確保の起爆剤となる空間でもある。 

 

（４）周辺地域との一体的な整備による安全で安心な潤いある生活環境実現の場 

○ 基地跡地問題は戦後処理の一環であるとの観点から、基地周辺地の既成市街地を含めた総合

的・一体的な整備により、安全で潤いのある質の高い住環境を再構築していく空間としての役

割が求められている。 

○ 基地跡地及び周辺地域においては、日常生活上必要な暮らし機能はできるだけコンパクトに集

積させ、高齢者等にもやさしい職住商近接型のコンパクトなまちを構築または再構築していく

必要がある。 
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２）跡地エリアごとの現在の方向性 

（１）キャンプ桑江 

「キャンプ桑江南側地区まちづくり構想（平成 17 年２月、北谷町）」によると、まちづくりの方

針として、隣接する西海岸地域・キャンプﾟ桑江北部地域との連携・交流、役割・機能分担により、 

○ 便利で機能的な北谷町の中心市街地の形成 

○ 沖縄らしさを実感・継承し、健康・安心生活ができる「まち」の形成 

を推進していくこととしている。 

具体的には、医療・福祉機能、教育機能、住宅機能、商業・業務補完機能を配して、赤瓦などに

よる街並みの統一や、職住近接の環境整備を図り、都市的な利便性と伝統的な沖縄らしさを併せ持

つあたらしい沖縄・北谷生活を提供する都市環境の創出を目指している。 

 

 
 

■キャンプ桑江南側地区まちづくり基本構想 平成 17 年２月 北谷町 
まちづくりの方向性 

○周辺区域との連携・役割分担により創り出す「便利で機能的なまち」 

○安全・安心な居住環境を備え、健康的な生活ができる「沖縄らしいまち」 

まちづくりの方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想 

ま
ち
の
基
本
的
構
成 

まちづくりテーマからの展開 

①連携と交流による中心市街地の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西海岸区域（アメリカン・ビレッジ） 

○都市型リゾート機能 

○商業機能 

○スポーツ・レクリエーション機能 

キャンプ桑江北側区域（桑江伊平） 

○行政機能 

○商業・業務機能 

○職住近接型住宅機能 

キャンプ桑江南側区域 

○医療・福祉機能 

○教育機能 

○住宅機能 

○商業・業務補完機能 

隣接する、西海岸地域・キャンプ桑江北側地域との連携・交流による 

便利で機能的な北谷町の中心市街地の形成 

西海岸地域・キャンプ桑江北側地域との役割・機能分担による 

沖縄らしさを実感・継承し、健康・安心生活ができる「まち」の形成 

都会的な利便性と伝統的な沖縄らしさを合わせ持つ 

あたらしい沖縄・北谷生活を提供する都市環境の創出

跡地エリア別既存資料の整理（概要） 
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②沖縄らしさを実感できる「まち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想 

図 まちづくり基本構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

沖縄らしさを実感できる「まち」とは… 

特有の都市景観を

もつ「まち」 

健康・長寿 

の「まち」 

交流が 

盛んな「まち」

穏やかな時の流れの中

で暮らせる「まち」

○戸建・堅牢住宅 

○赤瓦の屋根 

○亜熱帯性植物 

○豊富な緑と青い海 

○健康を支える医療・福祉

施設 

○自立的な健康増進・維持

施設 

○高齢者の社会貢献・就業

の場

○盛んな地域活動 

○観光者・来訪者との交流

○アメリカ文化との交流 

○高齢者と子供の交流 

○健常者と障害者の交流 

○ゆとりある都市空間 

○安心できる都市環境 

○余暇時間・活動の充実 

キャンプ桑江南側では… 

○低層低密度住宅 

○赤瓦などによる街並みの

統一 

○沖縄特有の樹種による街

路樹の統一・宅地内の緑

化推進 

○医療施設の配置 

○デイサービスセンターな

ど福祉施設との連携 

○歩道・公園など健康維持

施設の整備 

○伝統・文化の継承・発信

体制の整備 

○市民農園など高齢者が楽

しめる施設の整備 

○地域活動の拠点となる施

設の整備 

○小学校・幼稚園などの配

置 

○デイサービスセンターな

ど福祉施設との連携 

○低層低密度住宅 

○公共・民間施設の緑化推

進 

○安心して人が歩ける環

境・施設の整備 

○余暇時間がより確保でき

る環境の整備（職住近接）

これらを効果的に演出・配置し… 

沖縄らしさを実感できる「まち」を形成 
資 料 ４ 
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（２）キャンプ瑞慶覧 

ＳＡＣＯ合意されたキャンプ瑞慶覧の南東部高台の一部を対象とする「キャンプ瑞慶覧地区跡地

利用基本計画策定調査（平成 16 年３月、宜野湾市）」では、まちづくりのテーマを「水・緑・眺望

を生かしたいやされるまち」と掲げて以下のゾーニングを行っている。 

○ぎのわん多自然型住宅地 

○瑞慶覧ハウジングエリア 

○利便性とゆとりを備えた中層・中高層住宅地 

○居住者のニーズを満足させる商業地 

○普天間宮周辺との連携を図った商業地 

これを受けて、「瑞慶覧地区事業化準備支援業務委託（平成 19 年３月、宜野湾市）」では、各ゾ

ーンコンセプトを整理している。 

 
■瑞慶覧地区 跡地利用基本計画策定調査 平成 16 年３月 宜野湾市 

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
） 

基
本
理
念 

 
 
 
 
 本地区に存在する、湧水、緑、変化する地形等の「自然資源」、埋蔵文化財等の「歴史文化資源」、眺望を
見渡せる環境、素晴らしい住環境を誇る米軍ハウジング等、現存する環境や資源を十分認識し、まちづくり
に有効なものを積極的に生かしていくとともに、環境負荷の小さいまちづくりを行っていく。 
 
 
 
 まちづくりに有効な環境や資源を生かし、本地区にしか存在しない個性・独自性を創造する。そして、そ
れを拠り所とした確固たるまちづくりを行っていく。 
 
 
 
 あたらしいまちに住む様々な人々が、本地区のまちづくりのテーマでもある「水・緑・眺望を生かした癒
されるまち」を心身ともに体感でき、円滑で持続的なコミュニティ形成が図れるまちづくりの実現を図る。
 

図 まちづくり計画図（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎現在維持又は形成されているあらゆる環境や資源のうち、まちづくりに生かすべきもの

は積極的に生かしていく 

◎個性・独自性（identity）を創造し、それを拠り所とした確固たるまちづくりの実現を図る 

◎住む人や訪れる人が心身ともに癒されるまちづくりの実現を図る 
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※瑞慶覧地区 事業化準備支援業務委託 平成 19 年３月 宜野湾市 

ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
検
討 

図 各ゾーンのコンセプト 
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（３）普天間飛行場 
「普天間飛行場跡地利用基本方針（平成 18 年２月、沖縄県、浦添市）」では、跡地利用の基本方

向と分野別の方針並びに事業実施までの工程と行動計画が位置づけられている。また、基本方針の
概要パンフレットには、以下のイメージがビジュアルなイラストとして示されている。 

○豊かな緑やオーシャンビューが産業創造やリゾートの場をつくる（振興の拠点） 
○伝統的な集落の魅力をとりいれた沖縄らしい住宅地づくり 
○市民の交流の場として賑わう広場（新たしい都市拠点） 
○緑の中をリゾート感覚で通りぬける広域的な幹線道路 
○跡地のイメージを高め、県民の「あしびなー」となる（仮）普天間公園 
○普天間の歴史を後世に伝え、まちの個性を演出する松並木の復元 

 
■普天間飛行場跡地利用基本方針 平成 18 年２月 沖縄県、宜野湾市 

(1)跡地利用
の目標 

① 沖縄県や中南部都市圏の振興  
② 宜野湾市の将来都市像の実現 
③ 地権者意向の実現 
 

(2)跡地利用
の基本姿勢 

① 関係者の参加と協働 
② 環境に対する配慮 
③ 周辺整備との連携 
④ 社会経済動向の反映 
 

跡
地
利
用
の
基
本
方
向 

(3)跡地利用
の促進に向
けた戦略的
な取り組み 

① 広域的な計画との連携による土地利用可能性の拡大 
沖縄県や宜野湾市の振興に寄与し、地権者による土地活用を促進するため、地権者との協働
により広域的な計画を導入し、大規模公園の整備によるイメージアップ、幹線道路網の整備に
よる交通条件の向上、都市拠点形成による集客力の拡大等により、土地利用の可能性を拡大
する。 
② 優れた環境づくりによる跡地の魅力の向上 
跡地の特性を活かして、沖縄の歴史と風土に根ざし、国際的な評価にもたえる、優れた環境づ
くりに取り組むことにより、生産や生活の場としての跡地の魅力を高め、振興の拠点にふさわし
い産業や高次都市機能を導入する環境を整え、土地活用を促進する。 
③ 持続的、段階的な取り組みによる需要動向への対応 
関係者の参加と協働による持続的な体制づくりや段階的な計画づくりに取り組み、時間をかけ
て発生する土地需要の動向とその間の社会経済状況の変化に柔軟かつ的確に対応すること
により、土地活用を促進する。 
 

(1)土地利用
及び機能導
入について 

① 振興の拠点としての産業や高次都市機能の導入  
県の振興策としての位置づけを踏まえて、県内の既存の産業集積、学術研究機関等との連携
や国際交流、人材育成をも視野に入れた新たな産業や高次都市機能を導入し、振興の拠点を
形成する。振興の拠点においては、優れた環境の中で人、物、情報が活発に交流する創造的
な空間づくりをテーマとし、緑につつまれた産業施設、学術研究施設、快適な住環境やレクリエ
ーション施設などが複合した拠点形成を目標とする。  
② これからの時代にふさわしい住宅地づくり  
特色ある自然環境と調和し、景観や地域資源の活用に配慮した住環境の形成を目標とし、歴
史と風土に根ざしたゆとりある住宅地づくりに取り組む。新しい住宅地の暮らしを支えるために、
周辺市街地の既存施設の有効活用にも配慮しつつ、公共・公益施設等を計画的に整備する。
また、住民の交流により暮らしの質を高め、優れた住環境を維持していくために、地域コミュニ
ティの形成やコミュニティのネットワークづくりを推進する。  
③ 宜野湾市の新しい都市拠点としての機能導入  
宜野湾市の中央に位置する地の利を活かして、市民生活の拠り所や交流の場となる新しい都
市拠点形成を目標とし、行政機能や市民サービス機能及び広域的な商業機能等の導入による
まちづくりに取り組む。  
 

跡
地
利
用
に
関
す
る
分
野
別
の
方
針 

(2)都市基盤
整備につい
て 

① 幹線道路の整備  
自然の地形や自然環境との調和を図り、文化財保護に配慮しつつ、広域的な交通体系の確立
を目標として計画されている（仮）中部縦貫道路と（仮）宜野湾横断道路を整備する。また、それ
らとあわせた幹線道路網の再編に取り組む。  
② （仮）普天間公園の整備  
広域における防災性や公園の整備水準を高めるとともに、優れた環境づくりの中核として跡地
の魅力を高め、振興の拠点としての産業、高次都市機能の導入を促進する効果などにも期待
して、大規模な（仮）普天間公園を整備する。  
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③ 公共交通体系の整備  
多くの県民や観光客などを集め、振興の拠点にふさわしい交流活動や（仮）普天間公園の利
用を促進するために、広域的な公共交通体系の整備に取り組む。また、自動車利用による環
境負荷を軽減しつつ、跡地内の移動性を高め、多様な機能が複合するまちづくりの良さを活か
すために、跡地内を対象とした先進的な公共交通システムの整備に取り組む。  
④ 供給処理施設等の整備  
跡地利用計画の具体化とあわせて、環境に配慮した供給処理施設等を整備する。特に、湧水
の量・質への影響等を軽減するための地下浸透方式の雨水対策やゼロエミッションの形成に
向けた施設整備に取り組む。  
⑤ 情報通信基盤の整備  
振興の拠点における活動を支えるとともに、通信手段を活用した多様なコミュニケーションによ
る新しい勤務形態や生活利便を実現するために、高水準の情報通信基盤の整備を促進する。 
 

(3)環境づく
りについて 

① 自然環境や文化財の保全  
環境調査や文化財に関する調査に基づき、自然環境や文化財の保全の必要性について評価
を行い、計画づくりに反映させる。  
② 魅力的な環境づくり  
旧並松街道や旧集落等の再生、琉球石灰岩台地特有の細かな起伏や既存樹林の活用、周辺
地域との連携等、特有の自然資源や文化資源を活用した沖縄らしい街並みや景観の形成に
向けて、個性的かつ先進的な環境づくりに取り組む。また、沖縄の特性である「亜熱帯海洋性
気候」や「島嶼性」に着目して、持続可能な開発を目指した「環境共生」、「ゼロエミッション」、
「地球温暖化防止」に取り組むとともに、これらの先進的な取り組みにより得られた経験や技術
的蓄積を活かして、国際協力の促進や新しい産業の振興等に努める。  
 

(4)周辺市街
地整備との
連携につい
て 

① 跡地利用と連携した周辺市街地の整備  
新しい都市拠点の形成や周辺市街地の環境改善を促進するために、跡地利用と連携して取り
組むべき周辺市街地整備について検討を進め、跡地利用計画づくりに反映させる。 
② 周辺市街地における幹線道路網整備  
跡地利用を進めるためには、既存幹線道路と跡地を結ぶ幹線道路の整備が不可欠であり、周
辺市街地における早期の幹線道路網整備に取り組む。  
③ 周辺市街地の都市機能の活用  
周辺市街地内の生活関連サービス機能を活用した跡地の住宅地づくりは、跡地における住宅
立地を促進する方策の一つとして期待されるため、跡地と周辺市街地にまたがる新たな生活圏
形成に取り組む。  
 

今
後
の
取
り
組
み
に
関
す
る
方
針 
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なお、普天間飛行場においては、以下のような課題があげられている。 

 

＜普天間飛行場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鍾乳洞の分布】 
○ 市内全域に７０箇所の鍾乳洞が現存 
○ 内２５箇所が飛行場内で確認 
○ 但し飛行場内の鍾乳洞についてはほと

んどが未調査の状況 
 
【文化財】 
○ 市内全域に１６０箇所の文化財 
○ 内普天間飛行場で９９箇所、キャンプ瑞

慶覧で１１７箇所確認 

【課題】 

○ 普天間飛行場は台地状の地形となっており、台風等の風に対する緩衝帯となるものが少ない 

○ 環境緑地の創出など台風等の自然災害に対応した市街地環境整備が望まれる 

○ また、先人が築き上げてきた集落構造の考え方や集落内への風の入れ方等、自然に対応したまち

づくりの考え方等にも配慮する必要がある 

○ 鍾乳洞やドリーネ、地下水などが広範囲に分布する地域である 

○ 水資源の涵養や防災性の向上等に資する骨格緑地の保全・創出が望まれる 

○ 水辺空間の確保による市街地の憩い、潤い空間の創出を図ることが望まれる 

○ 宜野湾松並街道など、歴史的資源を再生、活用した特色ある「沖縄らしい」「宜野湾らしい」まち

づくりが望まれる 

資料：「大規模駐留軍用地跡地に関する都市計

画調査（平成 17 年 3 月）」 
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（４）牧港補給地区 

「牧港補給地区跡地利用計画（平成８年３月、浦添市）」では、空間整備のコンセプトとして、「ア

ジア交流都市の形成」を掲げ、具体的には以下の２つをあげている。 

○国際化時代を担う新都市業務コア並びにアーバンリゾートの形成 

○風水（フンシー）の息づくライフサイクルタウンの形成 

その後の、「牧港補給地区跡地利用計画策定に向けた戦略プラン検討業務（平成 18 年度、浦添市）」

では、土地利用計画図と事業推進プランを示している。 

 
■牧港補給地区 跡地利用計画基礎調査 平成 18 年３月 浦添市 

計
画
条
件 

【広域的な機能を担う場】 

１．本県経済の活性化を担う場 

２．市民レベルの国際交流空間の場 

３．広域幹線ネットワークの充実促進の場 

【浦添市の都市整備課題解決の場】 

４．多様な住空間の形成の場 

５．自然歴史資源を活かした都市環境形成の場 

６．本市の都市機能の強化のための中核の場 

７．本市の経済的発展を担う場 

目
標
・
コ
ン
セ
プ
ト 

<目標> 

●沖縄本島内での連携や相互補完を行いながら、

アジアをはじめ広く世界に開かれた都市空間の

形成を進める。 

●西に広がる海域や市街地を取り囲む緑に象徴さ

れる自然・琉球王府発祥に代表される歴史・文

化都市の形成のベースとなっている浦添の持つ

空間軸を尊重したまちづくりを進める。 

〈空間整備のコンセプト〉 

アジア交流都市の形成 

－国際化時代を担う新都市業務コア並びに 

アーバンリゾートの形成－

－風水(フンシー)の息づくライフサイクルタウンの

形成－

牧
港
補
給
地
区
跡
地
利
用
計
画
（
平
成
８
年
３
月
）
の
概
要 

整
備
方
針 

 

土地利用 整備方針 
１

案

２

案

商業・業務地 

那覇港浦添ふ頭地区の隣接地域では、東アジアを主体に世界各国と日

本との中継基地となる中継貿易機能の充実・強化を図るため、拠点業

務空間並びに関連施設の整備を推進する。今後、浦添ふ頭でも埋立て

が進んでいくことから機能分担を図りながら、整備を進めていくこと

とする。また、既成市街地の商業機能と先の業務機能を結び付ける軸

線上並びに国道58号沿道については、商業・業務ゾーンとし、既成市

街地と一体的整備を図る。 

○ ○

スポーツ施設等

プロ並びにアマチュアスポーツ等の競技大会の開催や、市民及びリゾ

ート・観光客が利用できる参加型のスポーツイベントの提供等スポー

ツを通して交流空間の形成を図る。また、スポーツ選手の診断に対応

できるスポーツ医療機能の充実を図るとともにあわせて健康保養施設

の整備を推進する。さらに、アジアをはじめとする亜熱帯地域の自然

環境をトータルに研究する研究施設と、沖縄の亜熱帯自然にふれて、

感じることのできる環境教育施設の整備を図る。 

○  

住宅地 

台地・段丘域の大半を住宅地とし、台地縁辺部の緑を背景(クサティ森)

にし、概ね２つ(第２案では３つ)の住区を設定し、沖縄型住宅を基調

とした戸建住宅地と集合住宅地を適切に配置し、人口集積を図る。公

園・緑地、ポケットパーク、地域由来のまつり広場等を適宜配置し、

緑豊かな住宅地の形成を進める。 

○ ○

公共施設 
中南部都市圏の行政機能の中核を担う空聞とし広域行政施設の整備を

図る。この他、市民生活を支える各種公共施設の整備を推進する。 
○ ○

公園・緑地 

都市の中で生物生態系を保全し、風の道や水循環の系を創出するため

に、公園・緑地の整備を図る。都市環境区を包み込むように配して、

大きな緑を背にした、即ち、クサティ森のある都市空間づくりを実現

するものである。 

○ ○

道路・交通施設
広域幹線ネットワークの充実を促進していくため、幹線道路の整備を

進めるとともに、公共交通拠点となる交通センターの整備を図る。 
○ ○
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※牧港補給地区 跡地利用計画策定に向けた戦略プラン検討業務委

託調査報告書 
平成 18 年度 浦添市 

土
地
利
用
計
画
図
（
第
２
案
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
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なお、牧港補給地区においては、以下のような課題があげられている。 

＜牧港補給地区＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【課題】 

○ 昭和４８年に廃油類排出、５０年に薬物流出により沿岸一帯が広範囲にわたって汚染され大きな

被害をもたらした 

○ 同施設には、軍事機能を確保するためのあらゆる物資が保管されており、特に危険物資の存在の

有無については、以前から指摘されている 

○ 近年では平成８年に民間建設作業員が目や鼻に刺激を受け気分が悪くなる事故や、平成９年には

有毒ガス発生の危険性のある火災が発生している 

○ 埋め立てを伴う当海域の港湾計画区域内において、評価ランクⅡ（自然環境の保護・保全を図る

区域）が位置しており（「自然環境保全に関する指針（Ｈ10 年２月沖縄県）」）、自然へ十分配慮し

た整備のあり方が求められている 

○ かつての集落地（城間、仲西、小湾）には多くの文化財が分布しており、その保全・活用のあり

方が求められている 

資料：「跡地利用計画基礎調査業務調査報告書 

牧港補給地区（平成 18 年３月）」 
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（５）那覇港湾施設 

「平成７年度那覇軍港跡地利用計画（基本構想）調査報告書（平成８年３月、那覇市）」では、

基本コンセプトを以下のように設定し、引き続き「平成９年度那覇軍港跡地利用計画（基本構想）

調査報告書（平成 10 年３月、那覇市）」において、地権者合意のゾーニング統一案が示されている。 

○国際交流・交易を支援する新拠点づくり 

○歴史的な港の特色を活かした那覇市のゲート空間の形成 

○都市型リゾートの快適な居住空間 

○ウォーターフロントと海洋レクリエーションの形成 

その後「那覇軍港地権者等合意形成活動全体計画策定調査～那覇軍港跡地のまちづくりの進め方

～（平成 19 年３月、那覇市）」において、全体計画における各ステージの目標と活動イメージが検

討されている。 

 
■平成７年度 那覇軍港跡地利用計画（基本構想）調査報告書 平成８年３月 那覇市 

基
本
コ
ン
セ
プ
ト 

①国際交流・交易を支援する新拠点づくり 
 臨空港、臨港という地域の特性を活用し、全国的に推進する国際交流・交易を支援する街づくりを行う。 

②歴史的な港の特色を活かした那覇市のゲート空間の形成 
 御物グスクや屋良座森グスクなど歴史的な遺産を活かし、那覇市のゲートとして特長ある開発を行う。 

③都市型リゾートの快適な居住空間 
 都市型の開発ではあるが、十分な植栽と親水性のある開発方法により、快適な居住空間を実現する。 

④ウォーターフロントと海洋レクリエーションの形成 
 都市型ウォーターフロント開発として、市民が気軽に利用でき、また、多彩な海洋レクリエーションに参加

が出来るような開発を実現する。 

 

基
本
方
針 

①親水空間の創出 
 プロムナード公園、水路、人工ビーチ等の親水空間を創出する。 

②将来的なフリートレードゾーンとの連携の可能性 
 将来的なフリートレードゾーンとの連携の可能性を残しながら単独で成立しうる施設の方向で検討する。 

③漁港の一部の機能の配置 
 御物グスク周辺はマリーナ施設の整備の方向とし、一部漁港の機能を配置する。 

④新交通システムの検討 
 モノレールを含めた新交通システムについて引き続き検討する。 

 

※平成９年度那覇軍港跡地利用計画（基本構想）調査報告書 平成 10 年３月 那覇市 

ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
の
見
直
し
検
討 

 

 

図 統一案ゾーニング 
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※那覇軍港地権者等合意形成活動全体計画策定調査 

～那覇軍港跡地のまちづくりの進め方～
平成 19 年３月 那覇市 

全
体
計
画
に
お
け
る
各
ス
テ
ー
ジ
の
目
標
と
活
動
イ
メ
ー
ジ 
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３）跡地エリア別のコンセプトの構築に向けて（ポテンシャルの検討） 

跡地ごとのコンセプトに接近していくために、ここでは跡地エリアごとに立地特性と周辺動向をお

さえ、跡地エリアが有するポテンシャルを検討していく。検討の視点としては、３つのビジョンと３

つの重要テーマの視点から検討を試みる。 

 

（１）キャンプ桑江 

＜立地特性・周辺動向等＞ 

○キャンプ桑江は嘉手納飛行場の南に位置し、国道58号に面した面積約67.5haの地区である。 

○地形は大部分が低地だが、地区の北から東、南部にかけて斜面地が取り巻いている。 

○美浜アメリカンビレッジが地区西隣りに隣接しており、サンセットビーチ等の都市型ウォー

ターフロントや映画館、フィシャリーナなどの商業拠点が一体的に活用できる位置にある。 

○キャンプ桑江北地区が北隣りに位置しており、職住近接型の区画整理事業が進められている。 

○地区西側に位置する国道 58 号において拡幅整備が計画されている。 

○謝苅等移転集落が地区南東部に存在している。 

 

図表 2-59 キャンプ桑江の立地特性・周辺動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ桑江返還予定地 

桑江伊平地区土地区画整理事業

(キャンプ桑江北地区) 

謝苅移転集落 

北谷町役場

国道 58 号(拡幅計画) 

フィッシャリーナ

整備事業 

美浜アメリカン

ビレッジ 

北谷グスク

安良波ビーチ 

ハンビータウン 
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＜ポテンシャルの検討＞～都市機能ビジョン及び３つのテーマとの関連より～ 

○ キャンプ桑江について都市機能ビジョンとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考え

られる。 

①交流・貢献面：地域間交流促進のポテンシャル 

②共生面：沖縄らしい住環境形成のポテンシャル 

③産業面：職住近接型の産業形成のポテンシャル 

④都市構造：コンパクトな市街地形成、謝苅地区など住環境改善のポテンシャル 

○ 重要テーマとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考えられる。 

①環境・景観面：既存斜面緑地や公園・ウォーターフロントを活かした水と緑のネットワーク

形成のポテンシャル 

        環境と共生した住環境の形成・改善のポテンシャル 

②交通面：国道 58 号の拡幅整備に伴う公共交通の充実・自動車過大依存改善のポテンシャル 

県道 24 号線バイパスの整備に伴う東西ラダー構造形成のポテンシャル 

③商業機能：職住近接で地域密着型の商業機能形成のポテンシャル 

○ このようなポテンシャルの観点からすると、キャンプ桑江については、風土を活かした新たな

共生スタイルのモデルづくりを指向し、「キャンプ桑江南側地区まちづくり構想（平成 17 年２

月、北谷町）」に示すように、隣接する西海岸地域・キャンプﾟ桑江北部地域との連携・交流、

役割・機能分担を行うことによって、「便利で機能的な北谷町の中心市街地の形成」と「沖縄ら

しさを実感・継承し、健康・安心生活ができる「まち」の形成」を推進していくことが望まし

いと考えられる。 

 

図表 2-60 キャンプ桑江のポテンシャルの検討 

エリアの方向性 ○ 便利で機能的な北谷町の中心市街地の形成 
○ 沖縄らしさを実感・継承し、健康・安心生活ができる「まち」の形成 

エリアのコア機能  
 
 
 
 
 
 
 

エリアの価値を高

める魅力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

交流・貢献 

（地域間交流） 

産 業 

（職住近接型産業） 

景観・環境 
○ 既存斜面緑

地や公園・ｳｫ
ｰﾀｰﾌﾛﾝﾄを
活かした水と
緑のﾈｯﾄﾜｰｸ

○ 環境と共生し
た 住 環 境 の
形成・改善 

交 通 
○ 公 共 交 通 の

充実・自動車
過 大 依 存 の
改善(国道 58
号拡幅整備) 

○ 東 西 ラ ダ ー
道路(県道 24
号バイパス) 

商 業 
○ 職 住 近 接 で

地 域 密 着型
の 商 業 機 能
形成 

 

 

共 生 

（沖縄らしい住環境形成）
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（２）キャンプ瑞慶覧 

＜立地特性・周辺動向等＞ 

○キャンプ瑞慶覧はキャンプ桑江と普天間飛行場の間に位置し、国道 58 号に面した面積約

642.5ha の広大な地区である（但し、ＳＡＣＯによる返還合意施設はその一部）。 

○地形は北谷町域が概ね低地となっており、北中城村、宜野湾市域においては台地や斜面地が

主体となっている。 

○北谷地区が地区西隣りに隣接しており、安良波ビーチ等の都市型ウォーターフロントやハン

ビータウンなどの商業拠点が一体的に活用できる位置にある。 

○国道 58 号と 330 号が地区の東西両側に隣接する好立地である。国道 58 号は拡幅整備が計画

されている。 

○北谷グスクのある斜面緑地が地区の北隣りに位置しておりランドマークとなっている。 

○普天間等移転集落が地区の南東部高台に存在している。 

○地区周辺から地区を貫く中部縦貫道路、中部横断道路計画が存在している。 

○海軍病院の移設先が地区南側で計画されている。 

 

図表 2-61 キャンプ瑞慶覧の立地特性・周辺動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ瑞慶覧返還予定地 

(SACO 合意) 

ハンビータウン 

安良波ビーチ

国道 58 号(拡幅計画)

国道 330 号 

謝苅移転集落

普天間移転集落 

新城移転集落 

中部縦貫道路

中部横断道路

北谷グスク

美浜アメリカンビレッジ 
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＜ポテンシャルの検討＞～都市機能ビジョン及び３つのテーマとの関連より～ 

○ キャンプ瑞慶覧について都市機能ビジョンとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考

えられる。 

①交流・貢献面：広大な跡地と交通利便性を活かした国際交流・貢献促進のポテンシャル 

②共生面：地形の変化を活かした多自然型住環境形成のポテンシャル 

③産業面：中枢となる交通結節機能を活かした新たな産業形成のポテンシャル 

④都市構造：交通結節機能活用型の産業拠点、及び普天間地区など住環境改善のポテンシャル 

○ 重要テーマとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考えられる。 

①環境・景観面：チュンナーガーなどの湧水・地下水や高台緑地のビューポイント等を活かし

た水と緑のネットワーク形成のポテンシャル 

        地形や風土と共生した多自然型住環境形成のポテンシャル 

②交通面：国道 58 号、330 号に囲まれ、中部縦貫道路と中部横断道路が将来的に交わる、都市

圏中枢軸の中でも重要な交通結節の場としてのポテンシャル 

那覇都市圏と沖縄都市圏を結ぶ新たな公共交通システム導入・自動車過大依存改善

のポテンシャル 

③商業機能：重要な交通結節及び国際交流・貢献の場を活かした商業機能創出のポテンシャル 

○ このようなポテンシャルの観点からすると、キャンプ瑞慶覧については、ＳＡＣＯ合意された

南東部高台の一部エリアのみを対象とするだけでなく、重要な交通結節の場としてのポテンシ

ャルに着目して、北西に続く広大な平地を含めた観点から「水・緑・眺望を活かした癒される

まち（高台部分）」に加え、「交通結節機能を活用した新たな産業拠点形成」の可能性を位置づ

けることが望ましい。 

 

図表 2-62 キャンプ瑞慶覧のポテンシャルの検討 

エリアの方向性 ○ 交通結節機能を活用した新たな産業拠点形成 
○ 水・緑・眺望を活かした癒されるまち（高台部分） 

エリアのコア機能  
 
 
 
 
 
 
 

エリアの価値を高

める魅力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交流・貢献 

（国際交流・貢献） 

共 生 

（多自然型住環境形成）

景観・環境 
○ 湧 水 ・ 地 下

水・ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝ
ﾄを活かした
水と緑のﾈｯﾄ
ﾜｰｸ 

○ 地形や風土
と共生した多
自 然 型 住環
境形成 

交 通 
○ 重要交通結

節の場(中部
縦貫道路・中
部 横 断 道路
が交差) 

○ 新公共交通
ｼｽﾃﾑ導入・
自 動 車 過大
依存の改善 

商 業 
○ 交 通 結 節 の

場 と 国 際 交
流・貢献の場
を活かした商
業 機 能 の 創
出 

 

 

産 業 

（交通結節活用型産業拠点）
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（３）普天間飛行場 

＜立地特性・周辺動向等＞ 

○普天間飛行場は中南部都市圏のちょうど中央部に位置し、国道 330 号が隣接した面積約

480.5ha の広大な地区である。 

○地形は大部分が台地であり、高潮等海岸災害に対して強い。 

○宜野湾市の中心部を占めており、周辺を宜野湾等移転集落や既存市街地が取りまいている。 

○国道 58 号と 330 号が地区の東西両側に隣接しているが、国道 58 号との間は斜面緑地、330

号との間は住宅・商業地となっている。 

○普天間飛行場及びその周辺も含めた琉球石灰岩台地の地下には洞穴や水脈が発達している。 

○中南部都市圏の骨格を成す琉球石灰岩の斜面緑地が地区西側に位置しており、斜面下部では

多くの湧水が見られ利用されている。 

○地区周辺から地区を貫く中部縦貫道路、宜野湾横断道路計画が存在している。 

 

図表 2-63 普天間飛行場の立地特性・周辺動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普天間飛行場返還予定地

国道 58 号 

国道 330 号 

斜面下では多
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普天間移転集落

新城移転集落

中部縦貫道路宜野湾横断道路

中原移転集落

神山移転集落 

宜野湾移転集落 

佐真下移転集落
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＜ポテンシャルの検討＞～都市機能ビジョン及び３つのテーマとの関連より～ 

○ 普天間飛行場について都市機能ビジョンとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考え

られる。 

①交流・貢献面：基地問題解決のシンボルとしての拠点創出のポテンシャル 

優れた立地特性と広大な跡地を活かした、国際交流・貢献機能創出のポテン

シャル 

②共生面：地球環境問題改善を先導する循環型社会のモデル形成のポテンシャル 

③産業面：健康・環境産業など新産業研究開発のポテンシャル 

④都市構造：中南部都市圏の中央かつ平坦な高台に位置し、高潮等水害や土砂災害に強い立地

特性を活かした新たな沖縄の行政拠点、新産業研究開発拠点形成のポテンシャル 

宜野湾地区など周辺地区の住環境改善のポテンシャル 

○ 重要テーマとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考えられる。 

①環境・景観面：高台に位置し、高潮等水害や土砂災害に対して強いポテンシャル 

県民の「あしびなー」となる大規模公園創出のポテンシャル 

        沖縄らしい住宅地形成、普天間松並木復元のポテンシャル 

②交通面：中部縦貫道路の整備に伴う那覇都市圏と沖縄都市圏を結ぶ新たな公共交通システム

導入・自動車過大依存改善のポテンシャル 

宜野湾横断道路の整備に伴う東西ラダー構造形成のポテンシャル 

③商業機能：国際交流・貢献機能、新産業研究開発機能等を活かした商業機能創出のポテンシャル 

○ このようなポテンシャルの観点からすると、普天間飛行場については中南部都市圏の中央部高台に広

大な跡地が位置するという優れた立地特性を活用して新たな振興の拠点を形成し、「アジア・太平洋

地域にふさわしい高次国際交流・貢献拠点機能の導入や地球環境問題改善を先導する循環型社会

モデルの形成」を総合的・計画的に進め、沖縄県や中南部都市圏の振興に寄与することが望まれる。 

 

図表 2-64 普天間飛行場のポテンシャルの検討 

エリアの方向性 ○ アジア・太平洋地域にふさわしい高次国際交流・貢献拠点機能の導入 
○ 地球環境問題改善を先導する循環型社会モデル形成 

エリアのコア機能  
 
 
 
 
 
 
 

エリアの価値を高

める魅力 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

共 生 
（地球環境問題改善を先導

する循環型社会のモデル）

産 業 
（健康・環境産業など新

産業研究開発） 

景観・環境 
○ 湧水・鍾乳洞・

ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄを
活 か し た 水 と
緑のﾈｯﾄﾜｰｸ 

○ 地球環境問題
改善を先導す
る循環型社会
モデル 

交 通 
○ 中 部 縦 貫 道

路・宜野湾横
断道路 

○ 新公共交通ｼ
ｽﾃﾑ導入・自
動車過大依存
の改善 

商 業 
○ 高次都市機

能を活かした
商 業 機 能形
成 

交流・貢献 
（東アジア・太平洋地域にお
ける高次国際交流・貢献） 
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（４）牧港補給地区 

＜立地特性・周辺動向等＞ 

○牧港補給地区は普天間飛行場と那覇市との中間に位置し、浦添市西海岸に面した面積約

273.7ha の広大な地区である。 

○地形は地区の西側が低地で東側は台地状になっている。 

○国道 58 号と計画中の沖縄西海岸道路が地区の東西両側に位置する好立地である。 

○一部自然海岸を残したウォーターフロントが地区の西側に、既存市街地は国道 58 号を挟んで

地区東側に位置している。 

○国立劇場おきなわ、那覇新都心地区、中央卸売市場などが地区南部に近接している。 

○浦添グスクに連なる石灰岩丘陵と牧港川が地区北側に、小湾川が地区南側に位置しており

水・緑の空間を形成している。 

○沿岸部に那覇港湾浦添ふ頭地区が位置しており、埋立拡張計画が存在している。 

○那覇港湾施設の代替施設（埋立）計画が浦添ふ頭地区沖合に存在している。 

 

図表 2-65 牧港補給地区の立地特性・周辺動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧港補給地区返還予定地
沖縄西海岸道路

国道 58 号

牧港川

石灰岩丘陵 
小湾川

中央卸売市場 

那覇港湾施設代替施設計画

那覇港湾浦添ふ頭地区

(既存) 

国立劇場おきなわ

那覇港湾浦添ふ頭地区

埋立計画 
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＜ポテンシャルの検討＞～都市機能ビジョン及び３つのテーマとの関連より～ 

○ 牧港補給地区について都市機能ビジョンとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考え

られる。 

①交流・貢献面：豊かな海岸線の自然環境やオーシャンビュー等の景観資源、国立劇場おきな

わを活かした都市型エンタテイメント・リゾート形成のポテンシャル 

②共生面：地下水脈や史跡の保存・活用、緑地帯による風の道創出を組み合わせた風水（フン

シー）の息づくライフサイクルタウン形成のポテンシャル 

③産業面：沖縄西海岸道路等による都市拠点間直結機能を活かした産業集積のポテンシャル 

④都市構造：機能を拡充する空港・港湾と沖縄西海岸道路により直結し、沖縄最大の拠点であ

る那覇に隣接した都市型エンタテイメント・リゾート拠点、都市拠点間直結機能を活か

した産業集積拠点、及び小湾地区など風水の息づく住環境改善のポテンシャル 

○ 重要テーマとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考えられる。 

①環境・景観面：水と緑でネットワークされた風水の息づく住空間形成のポテンシャル 

②交通面：沖縄西海岸道路や国道 58 号拡幅整備等に伴う、那覇都市圏と沖縄都市圏を結ぶ新た

な公共交通システム導入・自動車過大依存改善のポテンシャル 

外郭環状道路の整備に伴うラダー構造形成のポテンシャル 

③商業機能：都市型エンタテイメント・リゾート機能を活かした商業機能創出のポテンシャル 

○ このようなポテンシャルの観点からすると、牧港補給地区については、豊富な地域資源と西海

岸に面した広大な立地特性を活かして、「海岸線・オーシャンビューを活かした都市型エンタテ

イメント・リゾート機能の導入や都市拠点間直結機能を活かした産業集積」を総合的かつ計画

的に進め、新たな振興の拠点を形成することが望まれる。 

 

図表 2-66 牧港補給地区のポテンシャルの検討 

エリアの方向性 ○ 海岸線・オーシャンビューを活かした都市型エンタテイメント・リゾートの導入
○ 那覇への近接性や都市拠点間直結機能を活かした産業の集積 

エリアのコア機能  
 
 
 
 
 
 
 
 

エリアの価値を高

める魅力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 生 

(風水の息づくﾗｲﾌｻｲｸﾙﾀｳﾝ） 

景観・環境 
○ 西海岸ｳｫｰﾀ

ｰﾌﾛﾝﾄを活
かした水と緑
のﾈｯﾄﾜｰｸ 

○ 風の道などを
取り入れた風
水の息づくﾗ
ｲﾌｻｲｸﾙﾀｳﾝ

交 通 
○ 沖縄西海岸

道 路 、 国 道
58 号拡幅、
外郭環状線 

○ 新公共交通
ｼｽﾃﾑ導入・
自 動 車 過大
依存の改善 

商 業 
○ 都市型ｴﾝﾀﾃ

ｲﾒﾝﾄ・ﾘｿﾞｰﾄ
機能を活かし
た 商 業 機 能
創出 

 

 

産 業 
 （都市拠点間直結機能を活

かした産業集積） 

交流・貢献 

（都市型ｴﾝﾀﾃｲﾒﾝﾄ・ﾘｿﾞｰﾄ） 
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（５）那覇港湾施設 

＜立地特性・周辺動向等＞ 

○那覇港湾施設は那覇ふ頭に面した面積約 55.9ha の比較的小さな地区である。 

○地形は低地の人工平坦地で、那覇空港及び那覇港湾那覇ふ頭地区が隣接し、前面はウォータ

ーフロントとなっている。 

○那覇ふ頭地区内には三重グスクや御物グスクなどの史跡もあり歴史的港湾としての特徴を有

している。 

○那覇空港沖合展開（埋立）計画が存在している。 

○アジア向け貨物物流拠点整備計画（全日空）が存在している。 

○海上保安庁が共同使用している那覇港湾の機能再編・拡充計画が存在している。 

○南背後に広大な自衛隊基地が位置している。 

 

図表 2-67 那覇港湾施設の立地特性・周辺動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那覇港湾施設返還予定地

那覇空港沖合

展開計画 

那覇空港 
那覇港湾那覇

ふ頭地区 

自衛隊那覇

駐屯地 
御物グスク

三重城

那覇空港自動車道

那覇空港自動車道

(暫定供用区間)

沖縄西海岸道路
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＜ポテンシャルの検討＞～都市機能ビジョン及び３つのテーマとの関連より～ 

○ 那覇港湾施設について都市機能ビジョンとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考え

られる。 

①交流・貢献面：臨空・臨港、中心市街地への立地優位性を活かしたウォーターフロント型都

市リゾート形成のポテンシャル 

②共生面：水辺や歴史的資源を活かした海洋レクレーション拠点形成のポテンシャル 

③産業面：臨空・臨港型産業機能立地のポテンシャル 

④都市構造：臨空・臨港型の流通・加工・交易産業エリア形成のポテンシャル 

○ 重要テーマとの関係で見ると、以下のようなポテンシャルが考えられる。 

①環境・景観面：歴史的資源（三重グスク跡、御物グスク跡）を活かした水と緑と歴史のウォ

ーターフロントネットワーク形成のポテンシャル 

        沖縄らしい素材・形態等を取り入れたゲート景観形成のポテンシャル 

②交通面：沖縄西海岸道路の整備等に伴う、那覇空港と多拠点を結ぶ新たな公共交通システム

導入・自動車過大依存改善のポテンシャル 

海上交通ネットワークの拠点形成のポテンシャル 

③商業機能：海洋レクレーション、臨空・臨港型産業を補完する商業機能創出のポテンシャル 

○ このようなポテンシャルの観点からすると、那覇港湾施設については、臨空・臨港及び歴史的

ウォーターフロント、中心市街地等を活かして、「水辺や歴史的資源を活かした海洋レクレーシ

ョン拠点の形成や臨空・臨港型産業機能の立地、那覇空港と多拠点を結ぶ利便性の高い公共交

通システムの導入」を総合的かつ計画的に進め、新たな振興の拠点を形成することが望まれる。 

 

図表 2-68 那覇港湾施設のポテンシャルの検討 

エリアの方向性 ○ 水辺や歴史的資源を活かした海洋レクレーション拠点の形成 
○ 臨空・臨港型流通・加工・交易産業機能の立地 
○ 那覇空港と多拠点を結ぶ利便性の高い公共交通システムの導入 

エリアのコア機能  
 
 
 
 
 
 
 

エリアの価値を高

める魅力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

共 生 
（水辺や歴史的資源を活

かした海洋ﾚｸﾚｰｼｮﾝ機能）

産 業 

（臨空・臨港型産業機能） 

景観・環境 
○ 歴史的資源

を活かした水
と緑と歴史の
ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ 

○ 沖縄らしい素
材・形態等を
取り入れたゲ
ート景観形成

交 通 
○ 那覇空港・那

覇 港 湾 機能
拡 充 、 沖 縄
西海岸道路 

○ 新公共交通
ｼｽﾃﾑ導入・
自 動 車 過大
依存の改善、
海上交通ﾈｯ

商 業 
○ 臨空・臨港型

の国際交流・
貢 献 拠 点 を
補 完 す る 商
業機能形成 

 

 

交流・貢献 
（ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ型都市ﾘｿﾞｰﾄ） 
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（６）その他 

＜立地特性・周辺動向等＞ 

○沖縄科学技術大学院大学が恩納村を中心に計画されている。 

○特別自由貿易地域として、うるま市中城湾新港地区が指定されている。 

○IT 津梁パークがうるま市において計画されている。 

○金融業務特別地区（金融特区）として、名護市が指定されている。 

○情報通信産業特別地区（情報特区）として、那覇・浦添地区、名護・宜野座地区が指定され

ている。 

 
図表 2-69 その他の立地特性・周辺動向 
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図表 2-70 跡地エリアごとのポテンシャルの検討～４つのビジョン及び３つのテーマとの関連より～ 

３つの都市機能ビジョン 
との関連 

３つの重要テーマとの関連 
エリア 立地特性 

ビジョンⅠ 

（交流） 
ビジョンⅡ

（共生）
ビジョンⅢ

（産業）
環境・景観 交  通 商業機能 

キャンプ
桑江 

○嘉手納飛行場の南

に位置 

○国道 58 号に面する 

○面積 67.5ha の大部

分が低地、地区の東

部を斜面地が取り巻く 

○ ◎ ○ 

○既存斜面緑地
や公園・ウォータ
ーフロントを活か
した水と緑のネッ
トワーク形成のポ
テンシャル 

○環境と共生した
住 環境 の形成・
改善のポテンシ
ャル 

○国道 58 号の拡幅
整備に伴う公共交
通の充実・自動車
過大依存改善のポ
テンシャル 

○県道 24 号線バイ
パスの整備に伴う
東西ラダー構造形
成のポテンシャル 

○ 職 住 近 接
で地域密着
型の商業機
能形成のポ
テンシャル 

 

キャンプ
瑞慶覧 

○キャンプ桑江と普天

間飛行場の間に位置 

○国道 58 号に面する 

○面積 642.5ha の広大

な地区（但し SACO 合

意はその一部） 

○北谷町域が概ね低

地、北中城村、宜野湾

市域においては台地

や斜面地が主体 

○ ○ ◎ 

○チュンナーガー
などの湧水・地下
水や高台緑地の
ビューポイント等
を活かした水と緑
のネットワーク形
成 の ポ テ ン シ ャ
ル 

○地形や風土と共
生した多自然型
住環境形成のポ
テンシャル 

○国道 58 号、330 号
に囲まれ、中部縦
貫道路と中部横断
道路が将来的に交
わる、都市圏中枢
軸の中でも重要な
交通結節の場とし
てのポテンシャル 

○那覇都市圏と沖縄
都市圏を結ぶ新た
な公共交通システ
ム導入・自動車過
大依存改善のポテ
ンシャル 

○ 重 要 な 交
通結節及び
国 際 交 流 ・
貢献の場を
活 か し た 商
業機能創出
の ポ テ ン シ
ャル 

普天間
飛行場 

○中南部都市圏の
中央部に位置 

○大部分が台地域 
○国道 330 号が隣接 
○面積 480.5ha の広
大な地区 

○宜野湾市の中心
部を占め、周辺を宜
野湾等移転集落や
既存市街地が取り
まく 

◎ ○ ○ 

○高台に位置し、
高潮等水害や土
砂災害に対して
強いポテンシャル

○県民の「あしび
なー」となる大規
模公園創出のポ
テンシャル 

○沖縄らしい住宅
地形成、普天間
松並木復元のポ
テンシャル 

○中部縦貫道路の
整備に伴う那覇都
市圏と沖縄都市圏
を結ぶ新たな公共
交通システム導入・
自動車過大依存改
善のポテンシャル 

○宜野湾横断道路
の整備に伴う東西
ラダー構造形成の
ポテンシャル 

○ 新 た な 沖
縄の行政拠
点を含む高
次都市機能
を 活 か し た
商業機能創
出 の ポ テ ン
シャル 

牧港補
給地区 

○普天間飛行場と那
覇中心市街地との
中間に位置 

○西海岸に面する 
○面積 273.7ha の広
大な地区 

○地区西側が低地
で東側は台地状 

○国道 58 号と沖縄
西海岸道路が東西
両側に位置する 

◎ ○ ◎ 

○水と緑でネット
ワークされた風水
の息づく住空間
形成のポテンシ
ャル 

○沖縄西海岸道路
や国道 58 号拡幅整
備等に伴う、那覇都
市圏と沖縄都市圏
を結ぶ新たな公共
交通システム導入・
自動車過大依存改
善のポテンシャル 

○外郭環状道路の
整備に伴うラダー構
造形成のポテンシ
ャル 

○都市型エン
タテイメント・
リゾート機能
を 活 か し た
商業機能創
出 の ポ テ ン
シャル 

那覇港
湾施設 

○那覇ふ頭に面する 
○面積 55.9ha の人
工平坦地 

○那覇空港及び那
覇ふ頭地区が隣接 

○前面はウォーター
フロント 

○那覇ふ頭地区内
には三重グスクや
御物グスクなどの
史跡もある 

◎ ○ ○ 

○歴史的資源（三
重グスク跡、御物
グスク跡）を活か
した水と緑と歴史
のウォーターフロ
ントネットワーク
形成のポテンシ
ャル 

○ 沖 縄 ら し い 素
材・形態等を取り
入 れ た ゲ ー ト景
観形成のポテン
シャル 

○沖縄西海岸道路
の整備等に伴う、那
覇空港と多拠点を
結ぶ新たな公共交
通システム導入・自
動車過大依存改善
のポテンシャル 

○海上交通ネットワ
ークの拠点形成の
ポテンシャル 

○海洋レクレ
ーション、臨
空 ・ 臨 港 型
産業を補完
する商業機
能創出のポ
テンシャル 

 


	00　080430 00表紙・目次.pdf
	00　080430 01合紙-1.pdf
	01  080430 第1章1（産業創出の方向性）.pdf
	02  080430 00第1章2（主要プロジェクト検討）.pdf
	02  080430 01合紙-2.pdf
	03  080430 第２章1（都市機能ビジョン検討）.pdf
	04　080430 00第２章2（跡地エリア別コンセプト検討）.pdf
	04　080430 01合紙-3.pdf
	05　080430 第３章（試案）.pdf
	05　080430 第３章（試案）001.pdf
	05　080430 第３章（試案）002.pdf
	05　080430 第３章（試案）003.pdf
	05　080430 第３章（試案）004.pdf
	05　080430 第３章（試案）005.pdf



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




